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レバーの作動と共に切断するように抗張力14kg伸5％

の綿糸を使用した．

4．付　属　品

　（1）　フロート保護具

　地上実験の結果，火薬にょるロケット切断時のshock

が意外に大きく開口装置金具ボブロートに当り穴を生じ

たので，その付近を帆布製エプロソで保護し，また金具

頭部にゴム製Capをはめ破郭を防止した．

　（2）　ダイマーカー（フP一レッセソデナトリ＝一ム）

　海上においてロケット回収の際海水を黄緑色に着色

拡散せしめ，フPt・一トの発見を容易にするため約10grを

付属さした．着色有効時間は20～30分である．

5．　秋田における実験結果および今後の方針

　Fケットが空中において切断，押出された落下傘の開

傘shockにて完全に開口機構が作動しブロートがドーナ

ツ型に膨脹し海上に落下と同時に付近海面がダイマーヵ

一にょり変色したのが望見された．その後Pケットが回

収されるまで完全に浮遊しており回収時の膨脹状態は80

　　　　　　　科　学　者　の　風流

　　　　　　一ペビーR時の思い出話一

　　◇　矢内原総長が道川へ見えられた日（11月2日）
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｛た．強い西風が吹き，時々棒のような雨をともなって

目る・この状態で゜ケ・トを打上げると開傘したパラ
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％位であった．点検の結果次のような今後の対策をたて

た．

　（1）開口機構

　各実験共レバー作動索が切断されずレバーのピy（憐

青銅3％，φ抗張力約100kg）が切損していた．設計の

際shockを30？として一応十分の大きさにしたのであ

るが，折損状態よりして相当のshockがかかったものと

思われる．植村置教授はshockを100gと判断された，

　今後は作動索が作動と同時に引き抜けるように開ロ機

構を変更する．

　（2）　フロート本体

　戸ケット切断押出時および海上の回収時にフロー｝

破損の懸念があるので二鯉壁のフロートにしたい．ただ

し重量および折畳容積が大きくなる．

　（3）　ダイマーカー

　一応成功をおさめたが有効時間30分ではあまりに短

か過ぎるので検討中である．現在は粉末であるがゲノレ化

せしめて固形にし溶解度を幾分押えて有効時間を延ばし

たい．米国製は有効時間1．5～2時間であるがこの方法

によると20時間以上になる予定である，（1956，2．ユ8）
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　◇　道川の飛しよう揚のテント内には，小黒板がか

かワていて毎日その目の実験日程や連絡事項が細々と

書かれるのである，ある日，この黒板に文学的文言が

書かれてあワたので，みんなの目をひいた＿　ゲ空高く
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されたようである．

　24時間的研究活動を続けらネレる糸川教授力》ら，　風流

や信仰の一面を見出すことはtめずらしいことに思わ
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